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こ
の
度
、
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東
ア
ジ
ア
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コ
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ア
ン
・
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ

l
サ
ハ
リ
ン
・
樺
太
を
中
心
~

い
う
本
を
編
集
し
て
、
本
学
出
版
会
か
ら
刊
行

し
た
。
予
想
外
の
好
評
で
、
朝
臼
新
聞
や
北
海

道
新
聞
か
ら
は
取
材
に
来
て
、
記
事
に
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
韓
国
の
国
家
記
録
院
の
人
た
ち

が
訪
ね
て
き
て
、
自
本
、
韓
国
、

と

で
協
力
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
の
残
留
韓
国
・
朝

ロ
シ
ア
、
中

鮮
人
の
調
査
や
資
料
保
存
が
で
き
な
い
か
と
い

う
相
談
を
受
け
た
。
そ
の
窓
口
の
ひ
と
つ
に
小

樽
商
大
も
な
っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
話
で

あ
っ
た
。
今
ま
で
、
戦
前
の
樺
太
に
朝
鮮
人
の

「
強
制
連
行
」
が
あ
り
、
現
在
で
も
三
万
人
弱
の

韓
国
・
朝
鮮
人
が
、
サ
ハ
リ
ン
に
住
ん
で
い
る

こ
と
を
、
ど
れ
だ
け
の
日
本
人
が
知
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
私
も
、
二

O
O
八
年
の
春
に
日

「
サ
ハ
リ
ン
、
植
民
の
歴

露
関
際
セ
ミ
ナ
ー
の

史
的
な
経
験
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
に
団

長
と
し
て
参
加
し
、
向
年
の
秋
に
韓
国
の
漢
陽

大
学
の
「
多
文
化
主
義
」
に
つ
い
て
の
共
同
シ

ン
ポ
で
報
告
し
た
帰
り
、
偶
然
に
も
安
山
市
の

「
故
郷
の
村
」
に
立
ち
寄
っ
て
、
こ
の
間
題
の
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要
さ
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

安
山
市
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
一
時
間
ほ
ど
の

場
都
市
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
外
国
人
労
働

者
の
人
口
比
率
が
韓
国
で
一
番
多
く
、
「
多
文
化

共
生
」
の
モ
デ
ル
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
「
故
郷

の
村
」

千
人
ほ
ど
の
サ
ハ
リ
ン
に
残

γ
」
斗
品
、

齢
者
た
ち
が
住
ん
で
い

る
。
問
所
は
、

0
0年
二
月
に
日
本
政
府
も
援

助
金
を
出
し
て
造
っ
た
集
合
団
地
で
あ
る
。
私

寵
し
た
韓

人
の



た
ち
は
、

早
速
科
学
研
究
費
を
申
請
し
て
、。

九
年
に
伺
団
地
に
聞
き
取
り
調
査
に
入
っ
た
。

そ
こ
で
戦
後
、
サ
ハ
リ
ン
に
残
留
し
た
韓
国
人
、

二
O
人
ほ
ど
の
男
女
か
ら
、
そ
の
生
活
史
を
開

そ
の
成
果
と
サ
ハ
リ
ン
調
査
の
結

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

き
取
っ
た
。

果
を
、一
九
二
六

に
は
約
四
千
閤

人
し
か
住
ん

で
い
な
か
っ
た
朝
鮮
人
が
、

四
六
年
に
は

一万

品
開
同
H

十匹、

f

l

 

千
人
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の

「
強
制
連
行
」
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

し
か
も
、
「
強
制
連
行
」
さ
れ
た
人
び
と
は
、
日

本
人
が
敗
戦
後
、
サ
ハ
リ
ン
か
ら
日
本
に
戻
れ

た
の
に
、
密
出
国
で
も
し
な
い
か
、
ぎ
り
は
、
サ

ハ
リ
ン
か
ら
は
帰
れ
な
く
な
っ
た
。

当
初
は
、
彼
ら
は
ソ
連
の
国
籍
を
取
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
が
、
西
八
年
に
朝
鮮
人
民
民
主

主
義
共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
北
朝
鮮
の
盟
籍

を
取
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。
し
か
し

「無回一

籍
」
を
選
択
し
た
人
び
と
が
七

0
年
代
で
も
七

千
七
百
人
弱
い
た
。
こ
の
「
無
国
籍
」
者
は
進

学
や
就
職
で
も
大
き
な
差
別
を
受
け
、

ワ
大
学
ま
で
出
た
「
故
郷
の
村
」
の

モ
ス
ク

長
(
調
査
後
に
逝
去
)
で
さ
え
、
移
動
の
自
由

が
な
か
っ
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

「
平
等
」
を
標
楊
し
て
い
た
社
会
主
義
サ
ハ
リ

ン
で
も
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
ソ

人

広
h
い
閉
山
川
弘
也
川

一
ぷ
ノ
詩
蛇
ー
か
岨
同
州

と
呼
ば
れ
て
い
た
)
、
北
朝
鮮

戦
前
か
ら
在
住
し
た
朝
鮮

わ
ず
か
朝
鮮
人
人

か
ら
き
た
朝
鮮
人
、

人
と
の
間
に
差
別
が
あ
り
、

%
に
満
た
な
い

口
の

「
高
麗
人
」
が
、
支
配

エ
リ
ー
ト
と
し
て
、
社
会
主
義
が
崩
壊
す
る
ま

で
君
臨
し
て
い
た
。
最
近
で
も
、
韓
国
に
永
住

帰
国
す
る
こ
と
を
望
む
人
び
と
が
数
千
人
、
「
故

郷
の
村
」
の
空
き
を
望
ん
で
お
り
、
戦
時
下
の

郵
便
貯
金
の
返
還
を
求
め
る
訴
訟
も
起
き
て
い

る
。
日
本
の
「
植
民
地
責
任
」
の
問
題
は
、
ま

だ
ま
だ
終
わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
の
表
題
に
「
デ
ィ
ア
ポ
ラ
ス
」
と
い
う
難

し
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ

「
離
散
民
」
を
意
味
し
て
い
る
。
朝
鮮

一0
年
代
の
土
地

ヘア

で

の
人
た
ち
は
、

九

以
上
の
人
び
と
が

業
以
降
、
人
口
の
自
分
の

海
外
に
離
散
す
る
。
日
本
人
も
、
戦
後
は
六

万
人
以
上
の
人
た
ち
が
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
て
い
る
が
こ
の
よ
う
に
移
動
し
、
離
散
し
た

家
族
の
歴
史
に
、
最
近
や
っ
と
光
が
あ
た
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
研
究
も
、
そ
の

ひ
と
つ
の
捨
て
石
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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